ウエストナイル熱ウイルス媒介蚊の防除に関するシミュレーション実施要領
１　目　的

　　大阪府では、平成１５年度よりウエストナイル熱ウイルスを媒介する蚊のサーベイランスを実施しており、現時点ではウイルスは検出されていないが、今後患者の発生及び鳥類や蚊よりウイルスが検出される可能性が強く見込まれる。一方、蚊の防除については原則市町村が実施することとなっているが、その体制は十分とは言えない状況にある。これらのことから、蚊の防除について専任の駆除体制を持たない市町村に於いて、事前にシミュレーションを実施することにより、ウエストナイル熱対策に備えることを目的とする。
２　実施機関等
　　　実施機関

泉南市

　　　　大阪府環境衛生課

大阪府泉佐野保健所

大阪府立公衆衛生研究所

協力機関

社団法人　大阪府ペストコントロール協会

財団法人　大阪防疫協会

　　　　アース・バイオケミカル株式会社
　　　　株式会社　葯信社
　　　　
３　実施期間及び実施場所

　　平成１８年８月２８日（月）

泉南市新家　新家サングリーン自治会
　　　　　　いずみ台新家住宅自治会

４　実施方法
（１）公共域における発生源対策

　　ア　発生源のマップ作成

　　　　　泉南市は事前に対象区域の雨水枡等発生源のマップを作成し、幼虫対策に備える。
イ　幼虫対策
　　保健所の助言を得て市が幼弱ホルモン剤で駆除を行う。また、大阪府ペスト

コントロール協会及び大阪防疫協会は保健所及び市と協力して駆除作業を行

う。
なお、作業にあたっては、服装に注意し、虫除け剤などを使用して蚊に吸
血されないよう留意する。

　　ウ　成虫対策

　　　　本事業については、環境に配慮して成虫駆除のための薬剤散布は行わない。

（２）個人の住宅等における対策
　　　　ア　広報活動　
保健所及び市は住民に対し発生源対策及び吸血されないよう措置を講ずるこ
と等について情報提供を行う。
また、保健所及び市は必要に応じ住民に薬剤を配布し、適切な場所に投入す
るよう指導する。

　　　　イ　府民が講じる対策

　　　　　　住民は、保健所及び市から受けた情報に基づき、敷地内の発生源の環境整備や薬剤が配布された場合には、汚水枡に投入する等、蚊の発生防止に協力する。
　　　　　　
　　（３）効果判定
　　　　　保健所、泉南市及び大阪府立公衆衛生研究所は蚊の駆除後の効果を判定するた

め、次の調査を行う。　

　　　　ア　事前調査

　　　　　　上記の対策を実施する前に、成虫及び幼虫に数及び種類について対象地域

及び対象地域外で調査を行う。

イ　事後調査　

駆除１週間後に、成虫及び幼虫の種類及び数について、同様に調査を行う。
　さらに２週間間隔で２回、成虫及び幼虫の種類及び数について、同様に調査
を行う。

　　

